
問

新
市
建
設
計
画
は
、
事

業
計
画
に
は
な
か
っ
た
新
た

な
課
題
へ
の
対
応
で
事
業
費

が
増
大
し
、
全
体
事
業
費
７

５
７
億
５
千
万
円
を
98
億
５

千
万
円
縮
減
し
後
期
５
ヵ
年

の
事
業
規
模
は
２
４
４
億
６

千
万
円
を
目
標
と
し
た
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
次
の
４

点
に
つ
い
て
問
う
。

①
昨
年
か
ら
の
国
の
景
気

対
策
、
緊
急
経
済
対
策
、
過

疎
法
の
延
長
（
旧
久
井
、
大
和

町
は
地
域
指
定
）
等
々
を
踏

ま
え
て
縮
減
目
標
値
98
億
５

千
万
円
を
も
っ
と
少
な
く
す

る
方
向
で
財
政
計
画
を
精
査

す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
後
期
５
ヵ
年
の
事
業
規

模
２
４
４
億
６
千
万
円
の
目

標
値
達
成
に
つ
い
て
、
掲
載

事
業
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
仕
分
け
す
る
の
か
。

③
事
業
計
画
に
掲
載
事
業

で
後
期
に
事
業
が
集
中
し
て

い
る
も
の
、
前
期
計
画
に
掲

載
が
あ
り
な
が
ら
積
み
残
し

た
事
業
の
対
応
は
。

④
旧
３
町
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
地
域
審
議
会
」
に
対

し
後
期
５
ヵ
年
の
対
応
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
協
議
し
て

い
る
の
か
。

答

①
財
政
健
全
化
目
標
の

26
年
度
達
成
を
め
ざ
し
、
今

後
５
年
間
の
事
業
費
総
額
２

４
４
億
６
千
万
円
を
目
標
値

と
し
た
。

新
規
事
業
の
発
生
、
経
済

情
勢
の
変
化
、
過
疎
法
の
延

長
等
影
響
も
考
え
ら
れ
る
の

で
財
政
計
画
は
毎
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ
を
行
う
。

②
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

は
、
生
活
基
盤
、
市
民
生
活

の
安
心
・
安
全
、
地
域
活
力

の
向
上
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

貢
献
度
、
経
済
効
果
等
の
共

通
指
標
、
各
課
の
指
標
を
設

定
し
、
重
要
度
、
優
先
度
を

考
慮
し
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
て
実
施
し
た
い
。

③
新
市
建
設
計
画
策
定
時

の
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

優
先
度
、
重
要
度
を
精
査
し
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
合
併
特

例
債
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

④
「
地
域
審
議
会
」
に
は

新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況

と
後
期
５
年
間
の
基
本
的
な

考
え
方
を
本
年
２
月
、
３
地

域
の
審
議
会
に
説
明
し
た
。

再
検
討
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

本
年
９
月
議
会
に
説
明
後
審

議
会
へ
の
説
明
を
予
定
し
て

い
る
。

問

介
護
老
人
保
健
施
設
や
、

市
営
住
宅
へ
の
入
居
時
必
要

と
な
る
身
元
引
受
人
や
連
帯

保
証
人
を
、
行
政
が
「
新
た

な
公
的
保
証
の
制
度
」
を
立

ち
上
げ
、
人
間
関
係
の
希
薄

な
社
会
に
十
分
対
応
で
き
る

も
の
に
変
え
て
い
く
べ
き
で

は
。

答

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
公
的
保
証
制
度
の
創
設

は
、
他
都
市
で
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
し
て
い
る
例
も

あ
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
市
で
も
検
討
を
考

え
た
い
。

市
営
住
宅
は
、
連
帯
保
証

人
が
確
保
で
き
な
い
た
め
入

居
を
辞
退
さ
れ
る
方
も
あ
る

が
、
使
用
料
滞
納
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
連
帯
保
証
人

制
度
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
国
で
は
連
帯
保
証

人
保
護
の
法
改
正
の
動
き
が

あ
り
、
こ
れ
が
現
行
制
度
に

ど
う
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を

含
め
研
究
課
題
と
し
た
い
。

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
、
起
業
・
つ
ま
り
会

社
を
起
こ
す
こ
と
で
も
あ
る
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
新
た
な
公
共

の
担
い
手
と
し
て
、
あ
る
い

は
地
域
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

や
、
雇
用
を
生
む
経
済
主
体

と
し
て
も
期
待
で
き
る
。

失
わ
れ
た
地
域
社
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
再
生
の

た
め
に
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
学
校

教
育
で
も
取
り
上
げ
、
ま
た

行
政
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
や
支

援
の
条
例
制
定
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活

動
団
体
を
対
象
に
相
談
業
務

や
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

活
動
助
成
を
行
う
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
、
サ
ン
シ
ー
プ

ラ
ザ
の
活
動
ル
ー
ム
提
供
事

業
、
さ
ら
に
は
福
祉
団
体
へ

の
事
業
委
託
や
テ
ー
マ
別
の

連
絡
会
の
設
置
な
ど
、
幅
広

い
連
携
方
策
を
展
開
し
て
い

る
。ま

た
、
中
学
校
の
社
会
科

の
公
民
的
分
野
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
取
り
上
げ
、
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

所
属
す
る
組
織
や
団
体
の
一

員
と
し
て
そ
れ
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い

る
。今

後
と
も
、
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
に
基

づ
き
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
条
例
な

ど
の
課
題
・
問
題
点
等
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

8

荒あ
ら

井い

静
彦

し
ず
ひ
こ

議
員

公
的
保
証
人
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

平
成
16
年
８
月
策
定
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
支
援

条
例
の
制
定
は

池い
け

田だ

元
は
じ
め

議
員

新
市
建
設
計
画
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

サン・シープラザのまちづくり活動ルーム
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委 員 会 報 告
付託された議案の審査を行い、すべて可決すべきものと決定しました。主な審査内容は次のとおりです。

建設都市常任委員会
○議第87号　町及び字の区域の廃止並びに町の区域の設定について
問 現在整備中である幸崎町能地の埋立地について，実施区域外にしている理由は。

答 埋立てが完了になったときに区域に入れ，住居表示を実施する。

問 幸崎久和喜，能地，渡瀬と，旧字を残した経緯は。

答 大字名を残して欲しいとの要望が多く，それを受けて大字名を付す町名とした。

問 住居表示実施に伴い発生する手続き等についての，住民への周知の取り組みは。

答 幸崎コミュニティセンターにおいて，書類のやり取りができるよう対応するとともに，今後も

回覧を行い，実施に向けてさらに周知を図っていく。

その他，議第88号　三原市簡易水道事業給水条例の一部改正について審査した。

企画経済常任委員会
○議第85号　三原市フィッシャリーナ設置及び管理条例制定について
問 フィッシャリーナ係留施設の募集方法及び市民への周知方法は。

答 能地漁港内に停泊していたプレジャーボート54隻を，定期係留施設66隻分へ移動し，残りの12
隻分については，７月に公募し決定する予定。市民への周知は市広報を通じて行う。

○議第86号　三原市火災予防条例の一部改正について
問 市内で対象となる施設数及び対象施設への指導は。

答 個室型カラオケ店やインターネットカフェ等の対象施設は４件，立入検査の結果いずれの施設

も現状では違法はなく，適切に管理がされている。

総務文教常任委員会
○議第81号　三原市職員の勤務時間，休暇等に関する条例及び三原市職員の育児休業等に関する条例

の一部改正について

問 育児休業を取得した場合の職員の代替措置は。

答 6月1日現在で18名が育児休業を取得しているが，全員について代替措置をしている。
○議第82号　三原市職員の給与に関する条例の一部改正について
問 月に60時間を超える時間外勤務をした職員の実績は。
答 土曜・日曜の振り替え勤務時間を含めて，４月に15名，５月に２名の職員が60時間を超えてい
る。

○議第83号　三原市退職手当審査会条例制定について
問 審査会に諮問をする事案の判定基準は。

答 職員の違法行為や非違行為に対して，三原市職員懲戒処分等の指針に基づき，必要に応じて諮

問していく。

○議第84号　三原市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
問 日額7,100円とする根拠は。
答 委員には弁護士等が想定されるが，現在弁護士等が任命されている他の審査会委員報酬との均

衡を保つため，同額の7,100円としている。
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新 副議長の紹介新 副議長の紹介新 副議長の紹介新 副議長の紹介新 副議長の紹介

常　任　委　員　会
総務文教委員会 企画経済委員会 福祉環境委員会 建設都市委員会

委 員 長 桧山　幸三 陶　　範昭 池田　健一 森重　一裕

副委員長 西元　義治 高木　武子 荒井　静彦 谷杉　義隆

委 員 政平　智春 松浦　良一 池田　　元 新元　　昭

委 員 谷口佳寿子 中重　伸夫 加村　博志 白須　　均

委 員 中西　正信 中村　芳雄 登木　敏之 分野　達見

委 員 岡﨑　敏彦 梅本　秀明 岡本　純祥 髙下　正則

委 員 下西　勝彦 山下　栄一 真嶋　　智 七川　義明

委 員 寺田　元子 仁ノ岡範之 小西　眞人 力田　忠七

議　会　運　営　委　員　会
委 員 長 松浦　良一

委　　員
池田　健一 陶　　範昭 桧山　幸三 中村　芳雄

副委員長 中西　正信 真嶋　　智 山下　栄一 森重　一裕 仁ノ岡範之

議　会　広　報　特　別　委　員　会
委 員 長 谷口佳寿子

委　　 員
新元　　昭 谷杉　義隆

副委員長 荒井　静彦 中重　伸夫 力田　忠七

三原市本郷町

平成13年初当選　61歳

旧本郷町議会議員２期

◎福祉環境委員会

建設都市委員会

予算特別委員会など

委員長を歴任

副議長

加
か

村
むら

博
ひろ

志
し
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わがまちに望む夢わがまちに望む夢三原の未来を担う子ども達の声を紹介します

―連載第２回―

幸
崎
に
は
、
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
海
や

山
の
自
然
が
き
れ
い
な
こ
と
で
す
。
宮
山
か
ら
見
る
海
は
、
き
ら
き
ら

光
っ
て
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ほ
か
に
も
、
有
竜
島
が
あ
っ
て
、
そ
こ

に
は
、
天
然
記
念
物
の
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
が
い
ま
す
。
ま
た
、
み
か
ん
作

り
も
盛
ん
で
、
山
の
斜
面
を
利
用
し
て
み
か
ん
を
作
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
れ
て
、

い
つ
も
あ
た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
れ
る
町
の
人
た
ち
が
い
ま
す
。
幸

崎
に
は
、
能
地
の
春
祭
り
も
あ
り
ま
す
。
町
の
子
ど
も
た
ち
が
化
粧
を

し
て
、
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
だ
ん
じ
り
に
乗
っ
た
り
し
て
、
け
ん
か

を
す
る
祭
り
で
す
。

私
は
、
こ
の
幸
崎
を
、
も
っ
と
活

性
化
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幸
崎
は
、
商
店
街
が
な
い
の
で
商
店

街
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
商
店
街
が
で
き
る

と
、
ほ
か
の
所
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
が
来
て
に
ぎ
わ
う
と
思
う
か
ら
で

す
。
幸
崎
は
海
が
近
い
の
で
、
そ
こ

で
と
れ
た
魚
を
新
鮮
な
ま
ま
売
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
漁
業
も
盛
ん
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
幸
崎
の
新
鮮
な
魚
を
求
め

て
、
他
の
所
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

来
て
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
、
幸
崎

の
よ
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

三
原
市
立
幸
崎

さ
い
ざ
き

小
学
校
　
六
年
　
　
新し
ん

川か
わ

茉ま

歩ほ

私
が
住
ん
で
い
る
こ
の
南
方
に
は
、

と
て
も
美
し
い
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
い

ま
す
。
そ
の
美
し
い
自
然
が
、
今
、

な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
六
年
生
は
、
五
年

生
の
と
き
か
ら
、
南
方
に
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
を
呼
び
も
ど
す
保
護
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
昆
虫
館
の
坂
本
充
先

生
や
担
任
の
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
。

五
年
生
の
時
、
森
に
ト
ラ
ッ
プ
を

し
か
け
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
呼
び
も

ど
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
め

で
し
た
。

で
も
、
あ
る
日
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

が
私
の
前
に
現
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

は
、
学
校
の
中
庭
で
の
こ
と
で
し
た
。

あ
ざ
や
か
な
ム
ラ
サ
キ
色
の
中
に
、
色
と
り
ど
り
の
も
よ
う
…
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

（
こ
ん
な
美
し
い
自
然
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
。）

そ
の
思
い
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
っ
た
私
は
、
今
年
も
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
保
護
活
動
に

は
げ
ん
で
い
ま
す
。
エ
ノ
キ
と
い
う
木
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
卵
を
産
め
る

よ
う
に
、
じ
ゃ
ま
な
竹
を
切
っ
て
い
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
減
少
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
私
は
、
昔
と
比
べ
て

南
方
の
自
然
が
失
わ
れ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
に
と
っ
て
住
み
に
く
い
と
こ
ろ

に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
自
然
を
守
る
た
め
に
は
そ
こ
に
住
む
一
人
一
人

が
ふ
だ
ん
の
生
活
を
考
え
直
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
日
本
の
国
蝶
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

三
原
市
立
南
方

み
な
み
が
た

小
学
校
六
学
年
　

澤さ
わ

村む
ら

千ち

熙ひ
ろ

よ
み
が
え
れ
！
　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
！

幸
崎
を
活
性
化
さ
せ
た
い
！



地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
異
常
気
象

の
せ
い
か
、
今
年
は
４
月
５
月
の
平
均

気
温
が
例
年
よ
り
低
く
、
各
地
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
象
は
農
作
物
に
も
影
響
し
、

夏
野
菜
の
育
成
が
非
常
に
悪
い
と
の
こ

と
で
す
。
「
ほ
ん
と
う
の
夏
」
が
い
つ

来
る
の
か
、
７
月
中
旬
現
在
、
予
想
が

つ
き
ま
せ
ん
。

前
号
か
ら
、
読
者
の
皆
様
の
立
場
に

立
っ
て
内
容
を
一
新
し
て
お
届
け
し
て

お
り
ま
す
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
目

線
で
議
会
活
動
の
一
端
を
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

谷
口
佳
寿
子
・
荒
井
静
彦
・
新
元
　
昭

谷
杉
義
隆
・
中
重
伸
夫
・
力
田
忠
七

会派代表者会議

議会運営委員会

第２回臨時会・本会議

委員長会議

会派代表者会議

企画経済委員会協議会

総務文教委員会協議会

福祉環境委員会協議会

建設都市委員会協議会

常任委員長会議

議会運営委員会

会派代表者会議

議会広報特別委員会

会派代表者会議

第３回定例会・開会

本会議

補正予算特別委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

議会運営委員会

会派代表者会議

総務文教委員会

企画経済委員会

議会運営委員会

福祉環境委員会

建設都市委員会

本会議

補正予算特別委員会

総務文教委員会

会派代表者会議

議員全員協議会

議会運営委員会

本会議

第３回定例会・閉会

会派代表者会議

３０日

１０日

２７日

２８日

１日

７日

９日

１０日

１４日

１５日

１６日

１７日

１８日

２１日

２２日

５
月

４
月

６
月

・市道路線の廃止について 全員一致

・市道路線の認定について 全員一致

・三原市議会委員会条例の一部改正について 全員一致

※その他，この議会では，副議長の選挙，常任委員・議会運営委員の選任

を行い，専決処分４件の承認及び専決処分２件の報告がありました。ま

た，閉会中の継続調査について可決しました。

・平成22年度三原市一般会計補正予算（第１号） 全員一致

平成22年度三原市港湾事業特別会計補正予算（第１号）

平成22年度三原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

・三原市職員の勤務時間，休暇等に関する条例及び三原市 賛成多数

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

・三原市職員の給与に関する条例の一部改正について 賛成多数

・三原市退職手当審査会条例制定について 全員一致

・三原市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部 全員一致

改正について

・三原市フィッシャリーナ設置及び管理条例制定について 賛成多数

・三原市火災予防条例の一部改正について 全員一致

・町及び字の区域の廃止並びに町の区域の設定について 全員一致

・三原市簡易水道事業給水条例の一部改正について 全員一致

・平成21年度三原市一般会計繰越明許費繰越計算書 報告終了

平成21年度三原市土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書

平成21年度三原市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

平成21年度三原市一般会計事故繰越し繰越計算書

三原市土地開発公社の経営状況について

平成21年度三原市水道事業会計予算繰越計算書

※その他，この議会では，「議案の訂正の申出について」承認し，「地方財

政の充実・強化を求める意見書の提出について」，「閉会中の継続調査に

ついて」を可決しました。

○ 平成22年第３回定例会

○ 平成22年第２回臨時会




